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宇宙を観じる生活を！（32） 

～黄華堂ブログ～ 
黄華堂（代表：有本 淳一、ブログ編集長：山道 千賀子、小林 弘） 

 
1. はじめに 

 黄華堂は「子どもたちに本物の星空を！」

をモットーに、関西を中心に観望会などの活

動をしているボランティアグループです。観

望会以外にも、1 人でも多くの人に星を見て

もらうきっかけになるように、黄華堂ブログ

[1]として、星空案内や天文に関する情報をご

紹介しています。また、ブログの更新は

Twitter[2]・Facebook[3]にて通知しています。 

 

2. 黄華堂ブログの内容 

 それまではメールマガジンとして発行して

いたものを 2014 年 4 月から黄華堂ブログと

して更新しています。今回はその中から「あ

なたの知らない宇宙〜星が一生の最期に輝く

瞬間、ショックブレイクアウトを捉える！～」、

「突撃！隣の天文台〜安倍文殊院〜」、「京大

病院観望会報告」の 3 つの記事をご紹介しま

す。 

 
2.1 あなたの知らない宇宙〜星が一生の最

期に輝く瞬間、ショックブレイクアウトを

捉える！〜[4],[5] 

 太陽の 8 倍以上の質量を持つ星や、2 つの

星がお互いの周りを公転している連星の一部

はその一生の最期に“超新星爆発”と呼ばれ

る大爆発を引き起こします。第 3 回「超新星

と私たちのカラダ」でも紹介したように、宇

宙に存在する重元素の多くは超新星爆発の際

に作られます。そのため、宇宙の進化を探る

上で重要な天体として、世界中の多くのグル

ープによって超新星の観測が行われています。

しかし、超新星爆発は非常に重要な天体現象

にも拘わらず、それを引き起こすメカニズム

や、爆発直前の星の様子については未だによ

くわかっていません。 

 今回は超新星の研究の中でも “ショック

ブレイクアウト”という現象についてお話し

たいと思います。2014 年に NHK で放送され

た“木曽オリオン”というドラマで取り上げ

られていたので、聞いたことがある！という

方もいらっしゃるかもしれません。 

 超新星爆発の際、星の内部で発生した衝撃

波が星の外側に向かって伝わっていきます。

この衝撃波が星表面に達した瞬間、非常に明

るく輝きます。この現象をショックブレイク

アウトと呼んでいます。爆発した星はその星

の情報を多く持っています。通常の観測では

爆発した星の大きさ（半径）を推定するのは

困難ですが、ショックブレイクアウトを観測

することによって、星の大きさを正確に求め

ることができます。 

 それなら、ショックブレイアウトの観測を

たくさんすればいいのでは？と思う方もいら

っしゃるかもしれません。がしかし、これが

なかなか難しい観測なのです。このショック

ブレイクアウトという現象はわずか数時間し

か見られません。しかも広い宇宙のどこで超

新星が起こるかわからないため、超新星自体

探すのも大変です。そのため、超新星探しを

しているグループは出来るだけ夜空の広い範

囲に渡って探す、かつ、超新星が現れていな

いか短い時間間隔で確認する…という大変な

探索を行っています。このため、可視光でシ

ョックブレイクアウトの観測はなかなか捉え

ることができていませんでした。 

 しかし、2016 年 3 月にアメリカの Peter 

Garnavich さんたちの国際研究チームが可視
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光でショックブレイクアウトを捉えたとの報

告がありました。NASA の人工衛星“ケプラ

ー”が 30 分おきに観測しているデータ 3 年

分を調査してやっと捉えられたのです。なん

と約 50 兆個もの星を解析したそうで、ショ

ックブレイクアウトを捉えることがいかに難

しいか物語っています。 

 今後も、大規模な超新星探索が計画されて

おり、より多くのショックブレイクアウトが

捉えられることが期待されます。 

（川端／広島大学大学院） 

 

2.2 突撃！隣の天文台 

         〜安倍文殊院〜[6],[7] 

 今回紹介するのは、現役の天文台ではなく、

天文台跡です。跡と言っても当時の匠が持て

る技術の粋を凝らした木組みのドームがある

わけでもなく、大きな望遠鏡があるわけでも

ありません。奈良県の JR 桜井線桜井駅を下

車、南西へ徒歩約 20～30 分のところにその

天文台跡はあります。 

 

図 1 安倍晴明公天体観測の地の石碑 

 その名も日本三文殊第一霊場、安倍文殊院

と言います。ここには、大陰陽師安倍清明

（921～1005）が天体観測をして国家の吉凶

を占う修業をしたとされる天文台跡がありま

す。当院参拝者は必ず訪れる本堂から最も離

れた対角位置にあり、おそらく参拝者もあま

り訪れることはないであろう目立たない場所

にあります。天文台と言っても少し小高くな

っている程度で、「安倍清明公天文観測の地」

の石碑が建てられているだけです（図 1）。 

 寺域内では本当に目立たないところでは

ありますが、はるか昔の天体観測に思いを馳

せ、参拝時には是非立ち寄ってみてください。 

 ところで、当院本尊の騎獅文殊菩薩は、め

ちゃくちゃカッコイイです。仏様に対して「カ

ッコイイ」とは不適切な表現と思われるかも

しれませんが、本堂で対峙すると本当にその

ように感じます。癒してくれる仏様は多数あ

ると思いますが、ここの文殊さんは、多くの

人々を癒す、というより勇気づける、元気づ

ける、励ます、といった感じでしょうか？ぜ

ひ、一度訪れてみてください。 

（尾崎／サイエンスカフェはりま） 

 

2.3 京大病院観望会報告 

 我々は、『にこにこトマト』の活動の一つ

として、京大病院小児科で年 4 回の観望会を

おこなっています。『にこにこトマト』は京大

病院小児科に入院している子どもたちを対象

にしたボランティアグループです。入院して

いる子どもたちの多くは、自由に外で遊んだ

りすることが困難な状況にいます。しかし、

部屋の中から、望遠鏡を使って月や星空を見

ることはできます。病院の中であることを忘

れて、みんなが観望会を楽しんでもらえるよ

う祈りながら、活動しています。 

 活動は主に、各季節の上弦の月の日におこ

ないます。これは、子どもたちが起きている

時間に月が南中するからです。まず夕方頃に、
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当日の星空についてのお話や、星に関するク

イズをおこないます。そして、夜には望遠鏡

を使って、月や星空を見るわけです。望遠鏡

だけでなく、国立天文台が公開している 4 次

元デジタル宇宙ビューワー「Mitaka」を使っ

て宇宙旅行にでかけたり、宇宙パズルも用意

したりしていて、そちらも好評です。 

 一年の中で夏は、日の長さが短く観望会を

行うのが難しいです。そのため、夏の観望会

ではプラネタリウムを室内に持ち込みます。

これは中々大変なのですが、そのおかげか一

年で最も盛況なのは夏の回です。子どもだけ

ではなく、家族の方々も一緒にプラネタリウ

ムに入って、目を輝かせてくれます。それを

見ると、準備の大変さなんて吹き飛んでしま

います。 

 今年度は 6 月 29 日に夏の観望会をおこな

い、多くの子供たちが参加してくれました。

今年も最高のプラネタリウムになったと思い

ます。より多くの笑顔を見るために、この活

動を続けていきたいと思います。 

（小野／京都大学大学院） 
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